
特集インフラ DX アクションプラン（1）

1.　はじめに

国土交通省では，建設産業の生産性の向上に向
けて，インフラ分野の DX（デジタル・トランス
フォーメーション）を推進している。この取り組
みの一環として，令和 5 年度までに小規模なもの
を除く全ての公共工事で BIM/CIM を原則適用す
ることを表明している。

BIM/CIM を測量・調査・設計・施工・維持管
理の一連の事業プロセスで活用していくために
は，受発注者が BIM/CIM の閲覧や作成，編集等
を遠隔で行い，大容量データを受発注者間で効率
的に共有できるシステムが必要である。

そこで，国土技術政策総合研究所では，BIM/
CIM 等の 3 次元データを一元的に保管し，受発
注者が 3 次元データを円滑に活用していくための
システムとして，図－ 1に示す「DX データセン
ター」の構築を進めている 1）。

DXデータセンターの構築について
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図－ 1　DXデータセンターの概要
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本稿では，DX データセンターの特徴と機能を
概説し，令和 4 年度から開始する 3 次元データ利
用環境の官民連携整備に関する共同研究の内容を
紹介する。

2.　DXデータセンターの特徴と機能

⑴　BIM/CIMの保管
DX データセンターのシステム構成の概要を図

－ 2に示す。DX データセンターでは，当初段階
で 1 PB（ペタバイト）のメインストレージ，0.4 
PB のミラーストレージを整備している。

令和 4 年 4 月時点では，メインストレージの運
用を開始している。メインストレージは，国土交
通省の業務や工事で作成される BIM/CIM を一元
的に保管するアーカイブ領域，国土交通省職員が
クラウド的に使用する発注者作業領域により構成
される。

令和 4 年 4 月時点では，平成 29 年度から令和
2 年度に作成された BIM/CIM をアーカイブ領域
に保管している。また，試行的な取り組みとし

て，国土交通省の河川 3D 管内図や道路 3 次元点
群データを保管している。

一方，ミラーストレージは，アーカイブ領域と
受注者作業領域により構成される。アーカイブ領
域では，過去に国土交通省の業務や工事で作成さ
れた BIM/CIM のコピーを保管しており，受注者
が過去の BIM/CIM を閲覧することが可能であ
る。また，受注者作業領域では，受注者の BIM/
CIM の作成や編集等の作業，受発注者間の情報
共有に使用することが可能である。

⑵　高速通信環境とアクセス管理
DX データセンターでは，図－ 2に示すよう

に，国土交通省職員の端末から最大 100 Gbps の
高速ネットワーク（DX-LAN）や行政 LAN を介
してメインストレージに接続することが可能であ
る。ただし，データのセキュリティを確保するた
めに，外部受注者の端末からのインターネット接
続とメインストレージの間にファイアーウォール

（F/W）を設置し，外部からの接続を F/W の外
側に構築する DMZ（外部との緩衝領域）に限定
している。

図－ 2　DXデータセンターのシステム構成

34 建設マネジメント技術　　2022 年 6 月号

建マネ2206_05_特集_7_三.indd   34 2022/06/02   15:56



特集インフラ DX アクションプラン（1）インフラ DX アクションプラン（1）

このため，受注者がインターネット接続により
外部から DX データセンターを利用する際に
は，業務や工事の契約時に ID とパスワードを発
行し，DMZ のミラーストレージのアーカイブ領
域と受注者作業領域で作業を行うこととしている。

⑶　BIM/CIMの閲覧
一般に，BIM/CIM を閲覧する方法としては，

端末にインストールしたソフトウェアを利用する
方法とソフトウェアベンダーのクラウドサービス
を利用する方法がある。端末にインストールした
ソフトウェアを利用する場合，受発注者が専用ソ
フトウェアに関する知識を有し操作に習熟してい
ること，容量の大きい BIM/CIM を処理できる高
スペックの端末を準備することが必要であるた
め，BIM/CIM の普及や活用の障壁となる可能性
が高い。

そこで，DX データセンターでは，BIM/CIM
を閲覧するための無償ソフトウェアを VDI サー
バ ー に イ ン ス ト ー ル し，VDI 技 術（Virtual 
Desktop Infrastructure の略で，サーバーのソフ
トウェアをリモート操作する技術）を利用するこ

とにより，ソフトウェアをインストールしていな
い低スペックの端末でも BIM/CIM を閲覧するこ
とを可能としている。

また，令和 4 年 4 月時点では，BIM/CIM に加え
て，河川 3D 管内図，点群データ等を閲覧するた
めの無償ソフトウェアを搭載しているため，さま
ざまな 3 次元データを閲覧することも可能である。

⑷　BIM/CIMの検索
DX データセンターの BIM/CIM の検索画面を
図－ 3に示す。DX データセンターの検索機能で
は，過去に国土交通省の業務や工事で作成された
BIM/CIM を対象として，作成年度や作成者，工
事や業務の名称，構造物の名称，所在地等から必
要な BIM/CIM を検索することが可能である。

また，検索結果については，結果一覧のカラム
表示や地図上でのピン表示によって示すことが可
能である。

⑸　BIM/CIMを共有したWeb会議
DX データセンターの BIM/CIM を共有した

Web 会議の画面を図－ 4に示す。既存の Web 会

図－ 3　DXデータセンターの検索画面
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議システムを利用して BIM/CIM を共有した
Web 会議を行う場合，発表者の端末で BIM/
CIM を表示して画面共有を行うため，発表者以
外の参加者が BIM/CIM の視点を変えることや，
拡大・縮小・回転等の操作を行うことが難しい。
このため，Web 会議の途中で，発表者以外の参
加者が見たい部分や議論したい部分を示すことが
できないという課題があった。

そこで，DX データセンターの BIM/CIM を共
有した Web 会議では，全ての参加者が BIM/
CIM の拡大・縮小・回転等の操作を行って見せ
たい部分や議論したい部分を示すことや，BIM/
CIM へのコメントや線画の書き込み，写真の添
付を行うことを可能としている。

3.　3 次元データ利用環境の官民連携
整備に関する共同研究

一般に，BIM/CIM 等の 3 次元データの作成や
編集等を行うためには，有償ソフトウェアを利用
する必要がある。そこで，国土技術政策総合研究
所では，DX データセンターにおいて，受発注者

が有償ソフトウェアを利用して BIM/CIM 等の 3
次元データの作成や編集等を行える環境を官民連
携で整備するための共同研究を進めている 2）。

共同研究では，DX データセンターの VDI サー
バーに有償ソフトウェアを搭載し，受発注者が 3
次元データの作成や編集等に必要な有償ソフトウ
ェアを目的に応じて選択，利用し，その利用量等
に応じてソフトウェア提供者に料金を支払うビジ
ネスモデルの実証実験を行う予定である。

令和 4 年 4 月時点では，図－ 5に示すとおり，
民間企業 7 社が共同研究に参加し，BIM/CIM，
GIS，点群データ，道路設計等に関する有償ソフ
トウェアを搭載して実証実験を開始する予定であ
る 3）。

これらの有償ソフトウェアを利用することによ
り，DX デ ー タ セ ン タ ー に お い て， 例 え ば，
BIM/CIM の作成や編集に加えて，河川 3D 管内
図や点群データの加工や編集，道路設計時のモデ
ル作成や線形シミュレーションを行うことが可能
になると期待される。

図－ 4　BIM/CIMを共有したWeb会議
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4.　おわりに

国土技術政策総合研究所では，BIM/CIM 等の
3 次元データを一元的に保管し，受発注者が 3 次
元データを円滑に活用していくためのシステムと
して，DX データセンターを構築している。

令和 4 年 4 月時点では，平成 29 年度から令和
2 年度に国土交通省の業務や工事で作成された
BIM/CIM の閲覧や検索，BIM/CIM を共有した
Web 会議等を行うことが可能であり，試行的な
取り組みとして国土交通省の河川 3D 管内図や道
路 3 次元点群データを保管している。

今後は，3 次元データ利用環境の官民連携整備
に関する共同研究を通して，DX データセンター

において 3 次元データの作成や編集等を行う有償
ソフトウェアの利用環境を整備するための実証実
験を行う予定である。DX データセンターの構築
の取り組みを通して BIM/CIM 等の 3 次元データ
の活用が進み，建設産業の生産性の向上が実現さ
れることを期待している。
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図－ 5　共同研究への参加機関とソフトウェアの代表的なユースケース

建設マネジメント技術　　2022 年 6 月号 37

建マネ2206_05_特集_7_三.indd   37 2022/06/02   15:56


